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「興味と⾏動⼒があればかなりのことができる」 その⼒をどこに向けるか？ 
 
技術⼠⼀次試験の基礎科⽬には科学・⼯学分野の出題が広く出される。化学の出題もある。
多くの受験⽣は化学の問題を避けて通る。受験⽣に聞いて⾒ると、驚くほど多くの割合で⾼
校時代に化学を選択しなかったとの答えが返ってくる。化学とは、難しい学科との位置づけ
のようである。 
 
その化学に情熱を傾け、ある領域において⼗分な知識とスキルを取得した、との新聞記事の
ニュースである。ただし、記事ではそのスキルについての判断はなされていない。⽬指した
⽅向が間違っているとの⾮難を受けている。問題の⻘年は、⽅向さえ間違っていなければ素
晴らしい化学の研究者になれる素養があると感じる。⼯夫⼒もあったことだろう。最近は⼤
学の化学科を卒業した学⽣でも、⾃ら考え⾃ら⾏動できる者は少ない。これを思うと記事の
内 容 は ま こと に
残念である。 
 
ど の 分 野 でも 良
いと思う。寝⾷を
忘れて、⼀⽣打ち
込 め る 分 野が あ
る こ と は 幸せ で
あるし、その幸せ
を 周 囲 の ⼈に も
分 か ち 合 って い
く こ と が でき れ
ば な お 良 い。 今
は、⽇本の国がこ
の よ う な 才能 を
求めている。⽅向
さ え 間 違 わな け
れば。若い⼈には
ま す ま す 期待 し
たい。 
 


